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地域舌性を 散 る ～ ｢
構想実現と人財養成の視 占から

徽 芋 蜘 職 業 別 木村 俊昭 ｣應
●シン ポジウム

震災後のふるきとづくり ･ ひとづくリ

地域に寄り沿う ロ ー カ ル ビジネス の 取り組みから
株式会社 - ノ蔵 代表取締役名誉会長 浅見 紀夫氏

震災後の行政支援と人財養成の 到達点
農林水産省林野庁林政部長 末松 広行 氏

東北経済の復興と地域活性化にむけた人財養成 の課題
公益社団法人仙台青年会議所 理事長 茂木 宏友民

地域づくりに発揮される女性パ ワ ー

石巻復興支援ネ ッ トワ ー

ク 兼子 任意氏( 予定)
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: 黒瀬 芳久( 東京農業大学 地域産業経営学科 教授)

総 合 司 会 : 美土路 知之(東京農業大学 地域産業経営学科長､ 教授)
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●開 催 主旨

東京農 業大学の 生物産 業学部 は平成元年 に北 海道 網走市

に開設 され ､ 爾来2 4 年にわた っ て地域密着の 教育研究に よ

り ､ 約1 万人 がこの 学 舎 を巣 立 ち ､ 東 北 にも 多くが地域 の

｢ 現場｣ で 活躍して い ます ｡ 地域資源の 付カロ価値 ビジネス 化

は ､ グ ロ ー バル 経済 や 国際不況 の 荒 波と東日本 大震 災 が

｢ 地域｣ に及ぼした甚 大な影 響から立ち上 がる着実 な
一

歩

に繋がります ｡

●講演者 ･ パネリス トの プロ フ ィ ー ル

地域活性化には ､ そこに存在する資 源を利活用し ､ 産業振興の

構想をコ
ー ディネ

ー

トできる担い手 ､ 将来を切り拓く地域の財産､

かけがいの ない宝としての｢ 人財｣ 育成が決定的となります ｡

東京 農業大 学地域 産業経 営学 科 はこ れらに正面から向き合

い ､ ビジネス から地域 経営まで幅広い スキルを持たせることを

教育目標として い ます ｡ 東 北地域の実情に則して皆さまと実り

ある討論 を通 じ将来 展望を共有化で きれ ばと願い ます ｡

地域活性を考える 一 構想実現と人財養成の 視点から

東京農業大学 地域産業繹苦学科 教授 木村 俊昭

小樽 市職 員 ､ 内閣 官 房 ･ 内閣 府企 画 官､ 農林 水産省大 臣官房 企 画 官 な ど を 歴 任｡ 一貫 して 地域の担い手 の育成､ 地域 ビジ ネス 創

出､ 農 林水 産業 を中心と した 6 次産 業化等に携わ り ､｢ ス ー パ ー 公務員｣ と して 知 られ る ｡ 現 在､ 東京 農業 大学地域 産業経営学科

教授 ｡ 内閣 官房 地域活性化伝道臥 地 域活性学会理 事 ､ 公 益 社団 法人 日本青年会議所褒賞委員兼地域 プ ロ デ ュ
ー

サ
ー

育成 塾

長 な ど役職多数 ｡

地域に寄り沿う ロ ー カル ビジネス の取り組みから

株式会社
- ノ蔵 代表取締役名誉会長 議見 紀夫氏

東京農業大学韻道学科卒業後 ､ 1 9 6 7 年 に実 家で あ る 諸兄 商店に 入 社 し清酒製 造部門 に従事｡ 1 9 7 3 年に 県 内の 4 酒 蔵で 企

業合 同 ､ 株 式会社 -

ノ蔵を 設立 ｡ 代表 取 締役社長 と して ､ 感連 発酵産業 に よ る農業振 興 と 地域の 活性化を す す めて き た ｡‡胃在は

代表取締役名誉会長｡ 2 0 0 9 年 か ら宮城 県 食品 工 業協議会会長 と して ､ 農 商工 連 捌 こ よる 地域 の 活性化を す す め ､ 2 0 1 0 年に

は大崎発酵と食文化研究会会 長 と して ､ 大崎市 を 発酵に よ り農業 を元気1こ ､ 地 域 を 元 気 に､ 住民 を元 気 に す る運 動 を推進す る ｡

震災後の行政支援と人財養成の到達点

農林水産省林野庁林政郡長 兼松 広行氏

埼玉 県出身｡ 東 京大 学法学部卒｡ 農林 水産省入省後､ 大臣 秘 書官事務取扱 ､ 食品流 通 局食 品環境 対韓 室 長 ､ 総 理 官邸内 閻参事

官 ､ 農林水産 省環 境 政 策 課 長 ､ 企 画 評 価 課 長 ､ 食 品 安全保障課長､ 政 策 課長 を繹 て 現 職 ｡ 林業 に 関す る 総合的 な政策 の企画 や

立 案等､ 森林 ･ 林業の 振興 を 担当す る｡ 著 書に『解説会品 リ サイ クル 法』､ F 逐条 解説 公共 建 築物等木材利用促進 法j ､ ｢ 怠科白絵

率 の なせ畏東京農業大 学､ 筑 波 大学客員教授｡ 地域 活性学会理事｡

東北紀済の復興と地域活性化にむけた人材養成の課題
公益社団法人仙台青年会乱所 理事長 茂木 宏友氏

富域県石巻市出身｡ 同 志 社大学卒業｡ 1 9 9 8 年司法書 士試験合格後 ､ 東 京の 司法 香士 卒滞所勤務 を 糧 て ､ 2 0 0 3 年 に 地元 の 宮

城県に 戻 り ､ 仙台市 に て 司～去書 士事務所 開業｡ 同年仙台青年会議所 に入 会 し ､ 様々 な 役 職 を 経 て2 0 1 2 年に 理 事長 就任｡ 東 日

本 大 震 災 か らの 地域の復興 は ､ 新た な 創造を め ざ すと 同時に ､ 青年会譲所が 理 想 とす る 社会 を実現 する 必要 が あ る と考え ､ ｢新

た な仙台 の創造に向か つ て -

す べ ての 人 へ の 感 謝の 想 い を 胸lこ ～ ｣ の ス ロ ー ガ ン を掲 げ 運 動を 展 開 ｡

お席 に限 りが あ るため ､ 事前申込を い ただい た方から優先して ご案内させ て い た だき ます｡

( 当日直接会場 でお申込 み い た だく こ とも 可能 で す が､ お 席の 確約 は で き ま せ んの で あ らか じめ ご了承 くだ さ い ｡ )
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※ い た だ いた 個人情幸酎ま､ 本件 に 関する ご 達緯と本大学に関するご案内以外 に は 利用 い た しません ｡

ホ ー ム ペ ー ジからも

お申し込みいただけます｡




